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　展示裂地のサイズは約 170×120cm（図 14）で、記録によれば長さ 236cm（93インチ）であっ
たので、切られた布帛が未だあることになる。紋様 1リピートの大きさは現存するビザンティン
錦の中で最大のものである。上半分の翼を広げる 2羽の鳥は 1枚の布であるが、下の 2羽は 2枚
の個別のコレクションであり、細かい裂と共に 1952年に集められ、巧みに修復されていること
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緯錦（図 26）で、近年 CIETAにより「サミット」（フランス語名称 samit、英語名 samitumま
たはweft-faced compound twill）と命名されたものである。
　ブレッサノーネの祭服の紋様はオーセールと近似しているが、リングと爪と目が金糸で織られ
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